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	別紙のとおり


別紙

３月７日（金）

委員長　　　　開会宣言　あいさつ　

議長　　　　　あいさつ

市長　　　　　あいさつ

委員長　　　　議案説明の順序を一部変更して審査する。3月10日説明予定の福祉部については、長寿課、子育て支援課の順序を入れ替えるので了承願いたい。
議案第１号

委員長　　　　本委員会に付託された議案第１号 平成26年度長久手市一般会計予算を議題とする。
税務課

税務課長　　　税務課の予算について説明。

原田委員　　　予算の概要３ページ　市税の状況には市民税は2.8パーセントの増加を見込むとある。個人市民税の均等割、所得割の各納税と所得の伸び率はどの程度と予測したのか。
税務課長　　　均等割757人、所得割957人増と見込んだ。厚生労働省が発表した実質賃金の伸び率を勘案して算定した。
課長補佐　　　厚生労働省の資料等から所得の伸びなしと判断し伸び率1.0、人数の変化率は、１パーセント増と見込み算定した。
原田委員　　　予算の概要では、法人税は12.1パーセントとなっているが、資本金１億円以上の企業と中小企業の比較等どう分析したか。
税務課長　　　法人ごとの分析はしていない。区画整理事業地内への法人の進出、また、法人の転出、廃業、前年実績を勘案し算定した。
浅井委員　　　予算の概要10ページ　当初課税等業務委託1,556万9,000円　委託による経費削減は何か。
課長補佐　　　毎年納税者が増加している現状で、一部委託により職員の時間外勤務手当の削減となる。
浅井委員　　　職員増に対する抑止効果はあるか。
総務部長　　　職員の増員ではなく臨時職員の雇用、委託の方針でいる。数字として示すことはできないが、増員しないことが経費削減と考えている。
岡崎委員　　　予算書103ページ　市民税事務賃金495万7,000円　７人分６か月の賃金と説明があったが、平成25年度の臨時職員は何人か。
課長補佐　　　７人を基本に雇用したが、職員の休職があり３人を追加雇用した。平成26年度は８人雇用予定。休職者分は、職員配置で解消見込みである。
岡崎委員　　　平成25年度４月、５月の時間外勤務が200時間を超える職員がいた。7人雇用で解消できるのか。
税務課長　　　事務改善、臨時職員の活用を含め削減に努めたい。
じんの委員　　予算書16・17ページ　固定資産税39億7,791万7,000円　前年度比8,761万円だが、土地、家屋それぞれの増加分はどう見込んだか。地域要因は配慮したか。
課長補佐　　　家屋は新築約500棟、取壊し約100棟で積算した。土地は、地域要素として三ケ峯、西原山等の住宅建設を約370棟の住宅用地の特例による減、特定市街化区域農地の特例の軽減率が0.2から0.4になる増を勘案して算定した。
税務課長　　　前年比では土地が約1,000万円の減、家屋が約5,600万円、償却資産4,600万円増と試算した。
じんの委員　　予算書19ページ　入湯税1,850万円　税条例の議案には、利用し安いようにと改正理由があったが、他の理由は何もないのか。入湯税は自治体の目的税なので、額の変更は検討しなかったのか。
税務課長　　　近隣では、豊田市は２万円以下の利用は課税しない、日進市は日帰り入浴は50円としている。市として総合的な判断により課さないこととした。
総務部長　　　本市の入湯税総額は、県内で２番目と多い。消費税率の改正もあり、課税枠は残すが実質課税とならないよう配慮した。今後、宿泊を伴うものが課税課税対象となる。
じんの委員　　入湯税は目的税だが、これまでの収入はどう使われたか。
財政課長　　　平成26年度は消防施設等の整備、観光振興、観光施設の整備に充当する。
浅井委員　　　株式会社長久手温泉の預かり入湯税は、現在いくらあるのか。入湯税が免除されたらどう処理するのか。
税務課長　　　入湯税は、行為が発生して課税されるもの。長久手温泉が預かっている状態なので、長寿課、長久手温泉と協議することになっている。
浅井委員　　　税条例の一部改正議案が可決と見込んで予算計上し、議案として上程するなら、預かり入湯税の処理を先に決めるべきだ。
原田委員　　　入湯税分の財源をどこに求めるのか。単に税収減とするだけか。
財政課長　　　予算は税収の範囲内で編成することが原則。補助金、基金、地方債等全体の中で考えたい。
原田委員　　　消費税率改正は、使用料等市の収入に転嫁し市民に負担を強いた。法人税率を改正し、応能割課税としないのはおかしい。
総務部長　　　入湯税の減収分を他の税率を上げて補うことは考えてない。
原田委員　　　リニモの償却資産はいくらか。
課長補佐　　　一企業の情報になるので差し控える。平成26年度の減価率に見あう数値で算出した。
原田委員　　　一企業の情報と言うが、会社運営を税で補填している。説明を求めるが、委員長に裁定願いたい。
委員長　　　　委員会が決めることではない。説明員が答えられないと言っている。
委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

午前11時00分　休憩
　　　　　　　
午前11時08分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
収納課

収納課長　　　収納課の予算について説明。

原田委員　　　予算書17ページ　市民税に滞納繰越分があるが、徴収率の目標設定はあるか。
収納課長　　　平成24年度の25パーセントをくだらない徴収率を目標に考えている。
原田委員　　　予算書105ページ　愛知県豊田尾張東部地方税滞納整理機構負担金60万円　平成26年度の滞納整理機構への送致基準はどのようか。
収納係長　　　平成25年度同様で、滞納額が概ね50万円以上、財産等があり徴収可能なものを引き継ぐ。
原田委員　　　国民健康保険税税滞納者の納税緩和措置をどう理解しているか。
収納課長　　　法令、条例に規定があり、生活実態を把握のうえ徴収猶予制度の適用を考えたい。
原田委員　　　休日、夜間の相談窓口の利用は少ない。相談者に国保税の減免、軽減措置を十分説明しているか。
収納課長　　　相談の中で、ケースに応じ担当課へ案内している。
委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。

行政課
行政課長　　　行政課の予算について説明。

原田委員　　　予算書65ページ　情報公開審査会委員報酬21万9,000円　個人情報保護審査会委員報酬11万円　平成25年度の開催実績と平成26年度の開催予定はどのようか。
行政課長　　　それぞれ1回の開催で、審査案件がなかったので近隣市の状況と本市の事業計画の説明をした。平成26年度は６回の開催を想定し計上した。
原田委員　　　予算書113ページ　愛知県知事選挙費ポスター掲示板設置委託120万8,000円　愛知県議会議員選挙費ポスター掲示板設置委託97万6,000円　ポスター掲示板は、アルミ製からベニヤ板に変わったのはなぜか。また、両選挙費は合理化に踏み込んだ予算となっているか。
行政課長　　　ポスター掲示板は、再生紙を利用したものに変更した。今後の選挙は再生紙を利用した掲示板を使う。予算は前回ベースの計上だが、事務の合理化のできるものは進めたい。
原田委員　　　予算書109ページ　選挙管理委員会諸経費43万1,000円　下山投票所は駐車場もなく、狭いとの声が届いている。投票所の見直しは活動計画に入っているのか。適当な施設がなければ、民間施設の借用も検討してほしい。
行政課長　　　打開策が見いだせてないので、引き続き検討したい。
原田委員　　　市長は、12月の定例会で非核平和都市宣言の議案を撤回し、改めて提出すると言った。非核平和都市宣言はまだだが、平和行政に関する予算は、どう計上したのか。平和行政予算はないのか。平和都市宣言はなくても事業はできるのか。
行政課長　　　非核平和都市宣言は、パブリックコメント、公表の準備を進めているので９月の定例会に上程予定でいる。啓発事業として原爆ポスターの展示を予定しているが、借用の際の返送料8,000円を予算書67ページ　一般管理所経費通信運搬費に計上した。　
じんの委員　　投票率向上のための若い世代への啓発、ポスター掲示板設置場所の見直しはどうするのか。
行政課長　　　平成25年度から小学生対象に選挙の出前講座を始めた。平成26年度も継続予定である。小学生が家庭で話題にすることで、保護者への波及効果を期待している。ポスター掲示板設置場所は、選挙ごとに選挙管理委員から意見をもらい、必要に応じ変更している。
加藤委員　　　予算書113ページ　愛知県知事選挙費期日前投票システム保守委託68万1,000円　愛知県議会議員選挙費期日前投票システム保守委託16万2,000円　期日前投票の投票率はどのくらいか。市役所以外にも期日前投票所を設けないか。
行政課長　　　期日前投票の投票率は1割程度、投票所は市役所１か所と考えている。
委員長　　　　質問はないか。なければ、行政課の質疑及び意見については終了する。
財政課
財政課長　　　財政課の予算について説明。
田委員　　　予算書71ページ　職員駐車場借地料120万円　新規の予算だが、場所、台数、借地期間はどのようか。
財政課長　　　平成26年2月から確定申告期間中のみ石作神社の駐車場を借りている。1年分の借地料で予算計上しているが、長期活用には、農地法等の手続きが必要となる。借地は諸手続き完了後からで、約50台分のスペースが確保できる。
岡崎委員　　　予算書71ページ　ＬＥＤ照明器具賃借料105万円　どこの照明器具が対象か。
財政課長　　　モデル事業として本庁舎で実施する。照明器具は５年間のリース契約を予定している。
副委員長　　　予算書69ページ　光熱水費2,110万3,000円　前年比総額の要因と削減対策はどのようか。
課長補佐　　　電気料金の値上げ、消費税率が上がることが大きな要因と考える。経費削減努力として、電気は平成24年度からのＰＰＳ（新電力）契約を継続する。
原田委員　　　予算書69ページ　電話交換及び受付委託　720万1,000円　昨年度との比較、業務の変更指示、労働契約に目は届いているか。
財政課長　　　委託料は平成24年度決算額699万円、平成26年度予算額720万円。業務の変更は仕様書で総合受付の腕章着用、来庁者には立って笑顔であいさつすることを指示した。
加藤委員　　　予算書71ページ　市役所周辺整備構想作成委託100万円　構想の作成はどう進めるのか。
財政課長　　　本庁舎建設に必要な機能、用地面積等必要な情報を収集したい。進め方は未定であり検討したい。
委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午後0時09分　休憩

　　　　　　　

午後1時15分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

市民課

市民課長　　　住民課の予算について説明。

田委員　　　予算書97ページ　一般事務嘱託員報酬359万6,000円　サービスコーナー管理事務賃金321万4,000円　人数と継続年数はどのようか。
市民課長　　　嘱託員は２人で、Ｎピア開設から約14年の継続が最長。臨時職員は4人雇用。
原田委員　　　予算書97ページ　行政サービスコーナー管理諸経費　一般事務嘱託員報酬359万6,000円　予算書107ページ　戸籍住民基本台帳費　一般事務嘱託員報酬351万9,000円　嘱託員は各２人だが、金額の違いは何か。
市民課長　　　Ｎピア（行政サービスコーナー）は、土日勤務を考慮している。
委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。

政策秘書課

政策秘書課長　政策秘書課の予算について説明。

原田委員　　　予算書79ページ　アドバイザー報償金21万6,000円　まちづくり基礎調査業務委託　200万円　市長直轄部署の予算であることが異質だ。市長直轄の部署だから担当するのか。
政策秘書課長　アドバイザーは高齢化に向けた人口増等今後の検討課題に対し、有識者から意見をもらい、市民に説明する前に市の考えを整理するためにアドバイスをもらうもの。
原田委員　　　アドバイザーはどんな人が就任するのか。また、まちづくり基礎調査業務委託はどこへ委託するのか。
政策秘書課長　アドバイザーは民間企業の経営管理経験者、大学の法学的分野の人が３人就任している。まちづくり基礎調査委託先は具体的に決まってないが、シンクタンクに委託することになる。
原田委員　　　アドバイザーは、市長の考えを広い視点からアドバイスする人とは違うようだがいかがか。
政策秘書課長　市長の考えを尊重しつつ、市の諸課題に適切なアドバイスをもらえると判断している。
委員長　　　　他になければ、政策秘書課の質疑及び意見は以上で終了する。
たつせがある課

たつせがある課長　　　

たつせがある課の予算について説明。

田委員　　　予算書83ページ　男女共同参画審議会委員報酬21万9,000円　委員10人の平均年齢と公募委員はどのようか。公募委員を増やすことは難しいか。
たつせがる課長
平均年齢は50歳前後と思う。公募委員は２人。公募委員の枠は、市の基準がありその範囲内となる。
原田委員　　　予算書83ページ　コミュニティ推進事業補助金　704万9,000円　補助金の使途は自治会連合会まかせで、地域課題の解決につながるものになっていない。どのような意図で交付しているのか。
主幹　　　　　地域の問題解決が目的だが、地域ごとに問題、必要なものは違うと認識している。
原田委員　　　地域の問題解決になったかを検証したか。地域の問題解決が、いずれ地域共生ステーションの活動に発展するような指導はできているか。
たつせがある課長
地域共生ステーションが、自治会連合会や区長会中心の運営であれば活動の発展となるが、運営主体は地縁組織、子ども会、ＰＴＡ等地域の実情により異なると理解している。
原田委員　　　予算書85ページ　観光交流推進会議補助金　1,320万円　補助金使途の変更や新規事業はないのか。
たつせがある課長
平成25年度比130万円の減額をした。平成25年６月までの長久手歴史トラベラーズの活動費を出していた。観光情報は紙媒体で発信していたが、ＳＮＳ等の発信ツールを活用したい。
岡崎委員　　　予算書101ページ　地域共生ステーション整備費312万4,000円　市が洞小学校区の地域共生ステーションの検討は、自治会連合会に呼びかけるのか。それとも個々に呼びかけるか。
たつせがある課長
自治会連合会にも呼びかけるが、地縁組織、学校、ＰＴＡ、シニアクラブ等、地域で活動している人に広く呼びかけ話し合いたい。
じんの委員　　コミュニティ推進事業補助金は、物品の購入等コミュニティ活動とはかけ離れた支出があるが、この補助金は必要と考えているのか。補助金を交付する以上、誰かがその評価をしなければいけないが、報告会がないことも問題である。平成26年度も交付するなら、誰がどう評価するのか。
たつせがある課長
行政評価の外部評価では、80項目ほどの指摘があった。補助金交付要綱の見直しを自治会連合会長、区長と相談し、支出できない項目の規定を支出できる項目の規定に改正した。平成26年度は報告会を行い、評価してもらうことを相談したい。
副委員長　　　予算書83ページ　集会所修繕工事468万8,000円　三ケ峯集会所の修繕工事の予算と説明があった。他の集会所の修繕計画はどのようか。
たつせがある課長
市所有の集会所は17か所あり、古いものから順に修繕し、平成27年度修繕予定の猪洞熊田集会所１つを残す。
原田委員　　　予算書85ページ　まちづくりセンター管理事務賃金149万円　まちづくりセンターの活動は、当初に比べかなり変り、特徴のない活動になった。何を目的に予算計上したのか。
たつせがある課長
まちづくりセンターは、市民団体、ＮＰＯ等の活動拠点であり、臨時職員は団体へのアドバイスや支援をする。
原田委員　　　予算書101ページ　ステーション設計委託289万5,000円　候補地は狭いと思うが、増築を含め検討するのか。
たつせがある課長
改築、増築を視野に入れている。西小校区共生ステーションに比べ約30坪狭い。
浅井委員　　　予算書85ページ　まちづくりセンター管理事務賃金1,490万円　予算書99ページ　ステーション嘱託員報酬178万5,000円　ステーション管理事務賃金282万6,000円　施設の面積は変わらないが、地域共生ステーションの管理経費は多すぎる。市が洞小学校区にもできるので、西小校区共生ステーション経費は、まちづくりセンター程度の費用に削れないか。
主幹　　　　　人を減らすのは、管理運営上難しい。
じんの委員　　市が洞小学校区の地域共生ステーションの開所はいつ頃か。地域要望による設置ではないが、住民の声をどう聞くのか。
たつせがある課長　
現時点で開所時期の特定はできない。西小校区共生ステーションは、市が洞地域住民の利用もある。声を拾い地域共生ステーションづくりに反映させたい。
委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午後2時28分　休憩

　　　　　　　

午後2時38分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
安心安全課

安心安全課長　安心安全課の予算について説明。

岡崎委員　　　予算書91ページ　交通安全啓発費330万円　交通事故対策にどうつぎ込むのか。のぼりの設置、自転車の乗り方指導をしても交通事故減少の姿が見えない。命の大切さを全ての保育園、小中学校で教えなくてはいけない。
安心安全課長　広報、ホームページ等での啓発、死亡事故発生時には問題点の検討をする。自転車の乗り方講習会、啓発事業は何が有効かを検討し、具体的にしたい。
原田委員　　　予算書91ページ　交通安全啓発看板撤去工事10万3,000円　撤去工事とは何か。新しい看板は設置するのか。
安心安全課長　通学路の表示看板の撤去工事。この看板は、昭和63年に運転者に注意喚起のため設置した任意の看板だが、不安定な状態のため撤去する。近年は通学路の表示をしない方が望ましいとの見解があり、新設はしない。
原田委員　　　予算書95ページ　防災諸経費消耗品640万6,000円　防災備蓄品の購入と説明があったが少なくないか。
安心安全課長　期限切れとなる物品の補充分を計上した。地域防災計画では、避難所収容5,000人としている。水5,000本、3,000人の3日分の非常食27,000食の入れ替えである。
じんの委員　　予算書93ページ　防犯街路灯設置工事214万円7,000円　ＬＥＤ灯の対象は新設か。
安心安全課長　新設が対象である。器具不良の修繕は、修繕全体の約80パーセントを占め、全部交換となるのでＬＥＤ灯に交換となる。
加藤委員　　　予算書95ページ　緊急情報メールシステム使用料45万4,000円　安心メールの利用状況はどのようか。
安心安全課長　平成26年３月現在、登録者4,596件、配信は62件、内、防犯、交通安全49件だった。
加藤委員　　　防災備蓄用の水、食品の消費期限の管理状況はどのようか。
安心安全課長　消費期限の近いものは、訓練の際に非常食の試食として提供し管理、補充をしている。
委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。

環境課

環境課長　　　環境課の予算について説明。

田委員　　　予算書181ページ　環境審議会委員報酬16万1,000円　委員11人とあるが、市民の委員は何人か。昨年度の13人から減った理由は何か。
環境課長　　　平成25年12月１日から２年任期で委嘱した実数で算定したため。公募委員は２人である。
浅井委員　　　予算書187ページ　粗大ゴミ回収予約受付委託466万9,000円　委託のしくみはどのようか。また、回収はどうなるか。
環境課長　　　予約の電話は、コールセンターに転送され受付する。土日等に予約できるので、利便性は向上する。
課長補佐　　　コールセンターで受付後、申込者や地図情報が届き、直営で回収する。
じんの委員　　予算書181ページ　太陽光発電システム設置補助金400万円　実績と申請者の見込みはどのようか。
環境課長　　　400万円の予算に対し、平成24年度は36件、平成25年度は60件交付した。上限額8万円なので、平成26年度は60～80件の範囲と予測している。
じんの委員　　予算書181ページ　環境イベント開催支援業務委託51万2,000円　環境イベント開催支援とは何か。
環境課長　　　３月１日にエコハウスで実施した環境フェアを継続したい。
じんの委員　　環境見本市が環境フェアになったが、寒い時期で参加団体が少なかった。定期開催とするなら、開催時期の検討が必要ではないか。
環境課長　　　環境ワークショップ等を行い、団体とも相談したい。
岡崎委員　　　予算書187ページ　動物処理委託145万8,000円　動物の最終処分場はどうなっているか。
課長補佐　　　平成25年度委託の動物愛護協会は、回収後１日保管し、火葬後埋葬している。
岡崎委員　　　近隣に動物の最終処分場、霊園はあるか。
環境係長　　　瀬戸市斎苑、八事斎苑は火葬場で動物の火葬をすると聞いているが、民間施設は把握してない。
田委員　　　予算書187ページ　清掃事業費　印刷製本費2,684万円3,000円　ゴミ袋の印刷含むと説明があったが、袋のデザインは発注段階で変更可能か。
環境課長　　　４月に発注予定のため、その次の発注から変更可能となる。
委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午後3時41分　休憩

　　　　　　　

午後3時50分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

産業緑地課
産業緑地課長　産業緑地課の決算について説明。　　　

原田委員　　　予算書143ページ　児童遊園用地不動産鑑定委託　77万5,000円　用地購入の予定があるのか。
産業緑地課長　児童遊園は６か所が借地で、地権者から買い取り希望があった時に委託するための予算である。
原田委員　　　予算書197ページ　農業用施設維持修繕工事500万円は何をするのか。
産業緑地課長　ため池の草刈り２回、用水路、ため池のフェンス、水門等の修繕が必要となった場合の費用である
原田委員　　　予算書201ページ　個別プロジェクト推進支援業務委託130万5,000円長久手給食食材生産会は、個別プロジェトとして支援が必要ではないか。
産業緑地課長　プロジェクトの中には食育のプログラムもあると思う。長久手田園バレー基本計画を具体的にするために、市民とプロジェクトを立ち上げ進めたい。
岡崎委員　　　予算書203ページ　住民起業支援塾運営費委託100万円　どのようなことを想定しているのか。
産業緑地課長　コミュニティビジネスの手法を学び、地域の課題を地域住民が解決するための連続講座。ＮＰＯの立ち上げも想定している。
副委員長　　　予算書143ページ 児童遊園管理諸経費　遊具保守点検委託102万1,000円　予算書217ページ　公園管理諸経費　公園遊具保守点検委託206万9,000円　どのような点検をするのか。
産業緑地課長　非破壊検査１回、劣化診断１回、保守点検10回を行い、月1回は何らかの検査をする。
じんの委員　　予算書195ページ　青年就農給付金事業補助金262万5,000円　給付にあたって優先的条件はあるか。
主幹　　　　　45歳以下で新しく農業を始める人。また、就農を認知され、人・農地プランに名前が載ることが条件。一人150万円、夫婦型は225万で５年間支給する。
産業緑地課長　夫婦型の対象者は平成26年度前半で補助期間が満了する。
じんの委員　　予算書201ページ　田園バレー交流施設事業費1,647万6,000円　温泉交流施設等運営計画では、あぐりん村の商品が早く減ること、売り場が狭いと指摘があった。平成26年度に改善はあるのか。
主幹　　　　　生産者は約350人いるが、出荷は曜日によりばらつきがあり、市・ござらっせの会に出荷体制を整えるための協力を呼びかけている。売り場は変更を検討している。
原田委員　　　予算書203ページ　消費生活相談員謝礼164万4,000円　平成25年度72万円から大幅増の理由と平成26年度の展開と相談体制はどのようか。
産業緑地課長　謝礼は、１回あたり1,000円アップした。相談日は72回で変更はないが、2人体制に強化する。
原田委員　　　一課一事業の検討はどのようか。
産業緑地課長　上郷地区の香流川緑地の草刈りを地元へ相談している。
浅井委員　　　予算書195ページ　生産組合報償金24万5,000円　組合員数、管理面積、耕作してない人はどのようか。
産業緑地課長　均等割8,500円×25組合、組合員割70円×458人で算定。個人の状況まで把握してない。
委員長　　　　他になければ、産業緑地課の質疑及び意見は以上で終了する。
生涯学習課　　　　

生涯学習課長　 生涯学習課の予算について説明。

浅井委員　　　予算の概要13ページ　予算書293ページ　古戦場公園再整備事業費　基本構想策定委託300万円　公園だけの整備か。郷土資料室は整備しないのか。
生涯学習課長　公園内の整備で、郷土資料室については基本構想の中で改築、建て替えを検討する。
浅井委員　　　博物館規模の施設を検討願いたい。
生涯学習課長　市民の意見を聞き検討したい。
浅井委員　　　平成子ども塾の利用者は推移はどのようか。マンネリ化してないか。
生涯学習課長　利用者はほぼ横ばい。事業については運営協議会で検討したい。
原田委員　　　予算書291ページ　色金山歴史公園諸経費　1,074万7,000円　消費税率が上がるが、抹茶利用料は据置きか。
生涯学習課長　250円で据置きとする。
田委員　　　予算書291ページ　文化財保護審議会委員報酬８万4,000円　高齢の委員がいると聞くが交代はないのか
生涯学習課長　３月に２人の委員が退任予定である。
委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了する。

文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の予算について説明。
田委員　　 予算書287ページ　文化の家運営委員等報償金　55万8,000円　運営委員は何人か。在職期間の長い委員はいるか。また、今後増員は可能か。
文化の家事務局長
平成25年度６人、平成26年度7人の予定で１人増となる。委員の在職期間は最長15年である。
じんの委員　　予算書287ページ　文化の家大規模改修工事設計委託　1,200万円　大規模修繕計画策定のためにアンケートを実施したが、ニーズや内容はどうだったか。また改修工事費の目安は把握できているか。
文化の家事務局長　　　
利用者、市民、芸術家にヒアリングした。ホールの車椅子席数が少ない、トイレの便座が冷たい、階段の手すり等の意見があった。利便性やニーズ等問題点を反映したい。また、改修費用は平成26年度の実施設計で具体的な数字が出ると考えいる。
じんの委員　　予算書287ページ　修繕料1,000万円　前年比900万と説明があったが、平成26年度の修繕計画はどうのようか。
文化の家事務局長
　消防設備（誘導灯）、高所作業台、舞台機構のワイヤー等の予定。
浅井委員　　　大規模改修が近づき、事業展開に変化が見られる。これまでは高い芸術性を求めてきたが、市民参画、市民の文化レベル向上に方向転換するのか。
文化の家事務局長
　開館当初は鑑賞事業を展開していたが、開館当初に比べ学校や市民の中へ出かける事業が増えてきた。
浅井委員　　　予算書287ページ　ホームページ作成委託302万円　ホームページの作成にこれだけの額をかける部署はほかにあるか。文化の家は、自立、スポンサー探し等の努力が必要ではないか
文化の家事務局長
テンプレート等の基本デザインから保守までの経費で、妥当な額と考えている。経費削減に努め、文化庁等の助成金を活用したい。
加藤委員　　　ホール等施設の稼働率はどのようか。市民優先枠をなくす理由は何か。
文化の家事務局長
　施設の稼働率は、風のホール70パーセント、森のホール80パーセント、音楽室、舞踏室、スタジオは100パーセント。和室は50パーセントと低いが、近隣施設に比べると相当いい状況である。市民優先枠は平成25年度に試行し、市民プロジェクトで1年間話し合った結果、優先枠はおかしいと異論が出た。
原田委員　　　予算書291ページ　事業・公演等委託3,352万9,000円　入場者を増やす新たな展開はあるか。
文化の家事務局長
　参加者は、平成26年3月2日現在３万8,000人で前年度比数パーセントの伸び。入館者は平成26年2月末現在48万4,596人で相当数の伸びで、年度末には50万人に届くとみている。
浅井委員　　　長久手中央土地区画整理事業地内の商業施設には映画館が進出する。市民に映画鑑賞の需要はあると思うので、安い料金で行い、夜間の実施等工夫をしてほしい。
文化の家事務局長
　映像鑑賞会は月に１回風のホールで開催し、７割弱の入場がある。
くらし文化部長
　文化の家では、収入増は事業費増である。行政がやる事業は減らし、市民のやる事業を増やしたい。市民団体と文化の家の共催とすれば、市民優先枠は必要なくなる。
委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。

教育総務課

教育総務課長　 教育総務課の予算について説明

加藤委員　　　予算書261ページ　中学校施設整備費　屋内運動場改修工事設計委託　477万1,000円　南中学校、北中学校が対象とのことだが、開校間もない北中学校が対象となるのはなぜか。また、長久手中学校はどうなったか。
教育総務課長　北中学校は建設後に基準が変わり、武道場が対象となった。長久手中学校は、平成25年度予算の繰越しを補正予算で行い、体育館、武道場の吊り天井を撤去する。
岡崎委員　　　予算書235ページ　学校非常勤講師賃金4,266万1,000円　目的と人数はどのようで資格は必要か。
教育総務課長　少人数学級の指導補助として27人雇用する。
指導室長　　　小学校教諭でも中学校教諭でも該当免許がなくても補助員として雇用する。
原田委員　   予算書237ページ　要保護及び準要保護児童生徒扶助費　1,307万6,000円　生活保護扶助費の基準は下がったが、要保護準要保護の認定基準は変わらないか。
庶務教育係長　要保護準要保護は、教育委員会にはかって認定している。
原田委員　　　市が洞小学校のマンモス校化に対しては、ひずみ解消のための援助が必要だが、市として何か対策はしたか。
教育総務課長　補助員の加配等をしている。
委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。
午後5時44分　休憩

　　　　　　　

午後5時49分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

給食センター

給食センター所長　

給食センターの予算について説明。

じんの委員　　予算書303ページ　調理作業員賃金4,900万円があるが、正規職員、臨時職員を含め何人の調理員がいるか。臨時職員の調理員経験年数はどの程度か。
給食センター所長
正規職員４人、再任用職員２人、臨時職員33人在籍。臨時職員の経験年数は、５年以上が６人でほとんどが３年未満である。
じんの委員　　40人体制が必要と説明があったが、現在は33人体制か。補充はどうするのか。
給食センター所長　

40人体制は正規職員を含めた体制。調理業務の忙しい時期に補充すると現場の負担となる。調理員は段階的に補充するので、新年度に募集する。
岡崎委員　　　予算書303ページ　賄材料費３億1,979万円　前年比約888万円の増額は、人数の増加か。また、米飯給食の週3.5回を増やす計画はないか。
給食センター所長　
予算額の増は、児童、生徒数の増加によるもの。平成26年度は、週4.1回になるよう計画している。
岡崎委員　　　平成26年度の給食費は、消費税増税分を転嫁しないと説明があったが、10パーセントへの改正時はどうするのか。
給食センター所長　

今回は米価が３パーセント減となり増税分を相殺できた。牛乳は毎年上がり、副食材はどの程度か読みきれないが上がる。次の消費税率アップの際には、おそらく値上げを検討せざるを得ないと思う。
原田委員　　　平成26年度は、セレクト給食の計画はあるか。
給食センター所長
実施予定。１回目はデザート等簡単な形式となるが、最終的には主菜のセレクトができるようにしたいと考えている。
委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了する。

　　　　　　　

中央図書館

中央図書館事務局長　

中央図書館の予算について説明。
原田委員　　　予算書285ページ　図書資料2,000万円　４月には消費税率が改正されるが前年度同額である。資料数の減少となるが、どのような議論をした結果か。
中央図書館事務局長

まずは2,000万円の範囲内の購入を考えたい。
原田委員　　　平成26年度の雑誌スポンサー制度応募状況はどのようか。
中央図書館事務局長

６事業者で14誌13万5,415円、10パーセント程度。収益は新しい雑誌の購入に充て、リクエストに応えたい。
じんの委員　　学校連携事業の発展として、保育園との連携は考えてないか。
中央図書館事務局長

児童館との連携を始めた。下山児童館の図書を整理し、図書館から120冊貸出している。次は南児童館と連携を始めようとしている。また、新設の市が洞児童館の選書に協力している。
委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。

会計課
会計課長　　　会計課の決算について説明。

原田委員　　　予算書73ページ　振込組戻手数料　13万5,000円は何か。
会計課長　　　振込の際に振込先と入力情報が一致せず、再振込の手数料。1件864円必要となる。
委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の予算について説明。

田委員　　　先日、市長から随意契約の不適切処理の報告があったが、監査委員事務局ではチェックできないか。
監査委員事務局長　

監査でできることは形式審査で、市の契約規則どおりの書類となっていた。しかし、結果的には不適切な事務処理がされていたので、深い監査に努めたい
委員長　　　　他になければ、監査委員事務局の質疑及び意見は以上で終了する。

　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、3月10日（月）午前10時から予算特別委員会を開く。これにて散会。

午後6時33分　散会

３月１０日（月）
午前10時00分 開会

委員長　　　　昨日に引続き会議を再開する。

消防
消防本部総務課長　

消防の予算について説明。
原田委員　　　予算書223ページ　消耗品費522万3,000円　予算書225 ページ　消防救急等機材65万7,000円　消耗品費は前年度比1.4倍、消防救急等機材は前年度費4.15倍だが、何を購入するのか。
消防本部総務課長　

消耗品費は新規採用職員の被服費を含み、50万円×増員分により前年比150万円増となった。
副署長　　　　消防救急資機材は、小児用パルスオキシメーター、ポータブル吸引器の２機種を購入する。
原田委員　　　予算書231ページ　消防団員報酬652万円　積算の団員数が平成25年度193人から平成26年度160人となった。増員のための対策はしているか。
消防本部総務課長
平成25年度は条例定数の193人で積算したが、平成26年度は実数に近い積算とした。平成25年度に団員報酬、手当を増額し、訓練やイベントの際には加入促進に努めている。
岡崎委員　　　予算書231ページ　耐震性貯水槽設置工事2,078万8,000円　何トンの貯水層を設置するのか。飲用水兼用のものか。
消防本部総務課長

長久手中央区画整理地内１号公園は100トン、権代は40トンの貯水槽で飲用水兼用ではない。消防水利と避難者の生活水利として使用する。
加藤委員　　　予算書227ページ　女性消防クラブ補助金35万円　在籍人数と活動はどのようか。
消防署長　　　107人６支部体制。初期消火や住宅用火災警報器のＰＲを中心に活動している。
加藤委員　　　女性消防団員数と活動内容はどのようか。男性消防団と一緒に訓練することはあるのか。
消防本部総務課長
　９人在籍し、独居の高齢者宅への火災予防の点検、ＰＲ、火災予防週間の巡回広報、訓練やイベントに参加している。男性消防団員との訓練は、年２回程度実施している。
じんの委員　　予算書233ページ　通信指令業務共同運用維持管理負担金　1,247万8,000円　平成25年度予算の倍額となった理由はなにか。
副署長　　　　平成25年度でデジタル無線、指令台の業者保証期間が終わり、保守等の経費が発生するためである。
原田委員　　　予防体制、救急体制はどう強化されるのか。現場到着時間は改善されるのか。
消防本部総務課長
予防体制は、査察計画に基づき年間400件程度の査察を実施する。大型店舗も増え、職員の増員もする。
消防署長　　　救急隊の現場到着時間は、平成25年４月の統計で全国平均8.3分に対し長久手市は6.5分だったが、平成24年は5.8分だった。高層マンションの増加に伴うものと分析している。高層マンションは、現場到着から高層階到着までの時間かかることが要因だが、時間短縮に努力したい。
委員長　　　　他になければ、消防の質疑及び意見は以上で終了する。
経営管理課

経営管理課長　経営管理課の予算について説明。

原田委員　　　予算書77ページ　幸せのモノサシづくり作業補助委託132万9,000円　平成25年度の幸福度の実感調査が平成26年度の計画にどういかされるのか。
経営管理課長　幸福度の実感調査は２月末に市民5,000人に送付した。平成25年度は単純集計まで、平成26年度に地域ごと等の詳細集計、分析をし現状把握をする。
田委員　　　予算書79ページ　地域公共交通会議委員報償金23万4,000円　公募委員３人を除く委員に市内在住者はいるか。
経営管理課長　公募を除く委員は、愛知県、警察、道路関係等の事業所とリニモ、名鉄バス、長久手市等の事業者である。事業所、事業者として地域事情を熟知していることは必要だが、市内在住かは要件ではない。運輸局が示す望ましい構成を参考にしている。
じんの委員　　予算書77ページ　自治基本条例検討委員会委員報酬29万2,000円　検討委員会の設置時期はいつか。生成26年度は何をするのか。
経営管理課長　委員会の設置条例制定後となるが、時期は未定である。まずは地域に入るための準備をしたい。
じんの委員　　条例の内容検討はまだ先と言うことか。
経営管理課長　そのとおりである。
原田委員　　　市長は自治基本条例をつくると言った。議会では議会基本条例の検討を進めている。進め方が遅すぎないか。
行政経営部長　自治基本条例制定は、全課の共通認識が必要。共通認識は、地域へ入るためにも必要となる。条例案は行政が提示するのではなく、市民との話し合いの中でつくりあげたい。
委員長　　　　他になければ、経営管理課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

午前11時04分　休憩
　　　　　　　
午前11時10分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
人事課
人事課長　　　人事課の予算について説明。

原田委員　　　予算書75ページ　職員健康診断委託811万1,000円　兵庫県尼崎市は、保健師が職員の健康について多面的に分析し病気をなくした。健康診断だけでなく、職員の健康管理の方策は検討しているか。
人事課長　　　健康診断、人間ドックの受診結果を産業医に見てもらい、助言や受診のアドバイスを受けている。精神科医へも相談できるようにしている。
加藤委員　　　予算の概要40ページ　細節別集計表の時間外勤務手当の金額は、前年度比24パーセント増となっている。時間外勤務を減らす努力はしているか。
人事課長　　　職員の適正配置や臨時職員の配置に努め、減らす努力をしたい。
田委員　　　予算書73ページ　特別職報酬等審議会委員報酬18万円　今年度の26万円から18万円になったが、会議の回数をへらすのか。
人事課長　　　２回の会議で計上した。
委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
情報課
情報課長　　　情報課の予算について説明。

田委員　　　予算書79ページに電算管理費があるが、ホームページの作成費用はどの項目に計上しているか。
情報システム係長
　 ホームページの作成は、職員がするので費用はかからない。
浅井委員　　　トップページの構成も職員がするのか。リニューアル後、検索しにくいとの意見はないか。
情報課長　　　職員ができない変更の場合は、別途費用がかかる。検索しづらいとの意見がある一方で検索しやすくなったとの意見もある。
浅井委員　　　文化の家のホームページは、庁内サーバーを利用しないのか。
情報課長　　　サーバーの一部に文化の家のホームページがあり、サーバーを共有している。
じんの委員　　予算書81ページ　ケーブルテレビ番組制作・放送委託2,761万2,000円　前年度比400万円増は、番組のインターネット配信分の費用か。
情報課長　　　インターネット配信分として約400万円かかる。
じんの委員　　モニター制度を設けないか。番組ので「市にとって何が問題か」を採り上げてほしい。
情報課長　　　96人のｅ－モニターにインターネットを利用し、月２回アンケートを実施している。全てのモニターが、ケーブルテレビを視聴できるかわからないが、意見をもらいたい。市の課題については、職員レポーター番組等を活用し取り組みができるといい。
原田委員　　　予算書79ページ　番号制度対応システム改修等委託1,910万8,000円番号制度実施までの作業スケジュールはどのようか。
情報システム係長
平成28年1月に番号制度運用開始、平成27年10月に個人番号の通知と聞いている。そのため平成26年度にシステム改修が必要となる。
原田委員　　 予算書81ページ　グループウエアシステム賃借料2,124万円2,000円　前年度比500万円増はなぜか。
情報システム係長
新システムをプロポーザルで調達する予定である。
原田委員　　 予算書81ページ　広報広聴事務賃金111万4,000円　新規計上だが、何人の雇用で何をするのか。
情報課長　　　ご意見箱に寄せられた意見の回収・受付、広報原稿の校正、仕分け作業等を行う。一日５時間、週４日勤務で１人雇用予定である。
委員長　　　　他になければ、情報課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

午前11時48分　休憩
　　　　　　　
午後１時00分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
福祉課
福祉課長　　　福祉課の予算について説明。

浅井委員　　　予算書121ページ　支え合いマップ策定業務委託75万7,000円　どんな手法で行うのか。
福祉課長　　　例えば、平成26年度は西小学校区、市が洞小学校区とし、２校区ずつ３年間の計画でいる。一気に進められないので、50世帯をモデル地区として抽出し、基礎的手法からどう見守りにつなげるのかを５回講座で実施。自治会役員等に参加してもらい、実務をする研修としたい。
じんの委員　　予算書173ページ　生活保護扶助費２億3,475万7,000円　前年度比約3,900万円増となった。何世帯が受給しているか。
福祉課長　　　平成26年２月末現在93世帯、120人である。増加の要因は医療扶助費で、傷病者のいる世帯増によるもの。
じんの委員　　医療扶助費の増加は、高齢者が多いということか。
福祉課長　　　高齢者世帯は34世帯から43世帯になった。20代、30代の若い受給者もいるが、精神障害があり就労できないケースが多い。
岡崎委員　　　予算書173ページ　生活困窮者モデル事業委託1,083万円4,000円　国のモデル事業として生活困難者が深刻な状態になる前に自立支援をすると説明があったが、「深刻な状況になる前」をどう判断するのか。就労訓練とは、どのような訓練をするのか。
福祉課長　　　困窮するおそれのある人が対象で、今の生活状態が続くと生活保護受給者となる状態のこと。生活保護は困窮している人、困窮している状態が対象なので、生活保護となる前に自立支援をする。市内３か所の事業で部分的就労の受入れが可能である。
原田委員　　　予算書121ページ　社会福祉法人会計審査業務委託19万5,000円　何を委託するのか。
福祉課長　　　平成25年度に社会福祉法人に対する監査監督事務が県から市へ移譲された。４法人の監査は特殊技能を要するので、公認会計士へ委託する。
原田委員　　　予算書133ページ　障がい者自立支援費４億1,567万4,000円　前年度比1億円増の主な要因は何か。
福祉課長　　　新規事業として障がい者福祉施設「つばさ」が４月に開所する。20人分の生活介護と就労移行の扶助費5,000万円、社会増による転入者分3,000万円等が主な要因である。
原田委員　　　生活保護扶助費　昨年の法改正で扶助費が下がり、４月には更に下がる中、予算は4,000万円増えたのはなぜか。
福祉課長　　　医療扶助費の増が最大の要因である。消費税率の引上げは、保護費の加算要素としてプラスされることも一因。また、世帯は年齢や構成等さまざまである。
じんの委員　予算書123ページ　社会福祉協議会補助金8,758万7,000円　前年度比約2,500万円増の理由は何か。
福祉課長　　　正規職員３人増の人件費と新規事業分の増増額。職員３人の内２人は、社会福祉協議会への指定管理制度で運営していたつばさ作業所の指導員から法人運営に変わるので、人件費の負担が指定管理料から補助金につけ変わる。
じんの委員　　民生委員協力員の募集はどうなるのか。
福祉課長　　　社会福祉協議会が「見守りサポーターながくて」と命名し、３月に養成講座を開いた。３年かけて全市へ配置すると聞いている。
岡崎委員　　　予算書173ページ　診療報酬明細書点検業務委託31万2,000円　レセプト点検の結果、過度なものは医療機関に改善を求めるのか。
主幹　　　　　報酬ベースに合わないものは、診療報酬支払基金へ返戻をかける。ケースによっては、医療機関へ話をすることもあると思う。
委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。
子育て支援課
子育て支援課長　

子育て支援課の予算について説明。

じんの委員　　予算書149ページ　子育て世帯臨時特例給付金9,500万円　子育て支援減税手当１億500万円　国、県の制度で給付予定人数に違いがあるのはなぜか。
子育て支援課長
　国の子育て世帯臨時特例給付金は、臨時福祉給付金の対象者を除くが、県の子育て支援減税手当は、臨時福祉給付金の対象者を含むこと等である。県の子育て減税手当は、国の子育て世帯臨時特例給付金の発表前に実施を決定したためである。
じんの委員　　予算書169ページ　病児・病後児保育事業委託1,179万4,000円　料金制度はどのようか。生活保護世帯の利用は減免するのか。
子育て支援課長

病児保育、病後児保育の保育料を同じにし、一時保育利用料と同額か少し上回る程度で調整している。減免制度も調整中である。
原田委員　　　予算書153ページ　保育士業務嘱託員報酬　１億1,498万1,000円　平成26年度は、正規・臨職等どのような保育士体制か。
指導保育士　　正規職員69人、嘱託員45人、臨時職員２人の体制で、正職と嘱託員等の比率は６対４となる。
原田委員　　　予算書169ページ　民間保育所運営費補助金　9,293万6,000円　補助金はどのように算定されるのか。
子育て支援課長
８時から16時の通常保育は、国の保育単価に園児数を乗じて算出。８時以前、16時以降、障害児保育等の特別保育、はそれぞれの単価に園児数を乗じ、その合計額が補助金となる。
原田委員　　　運営費の８割は人件費と聞く。保育士次第で保育の質も変わる。運営費、人件費の使い方をチェックできないか。
課長補佐　　　民間は人件費の抑制に努める。次年度以降報告をうけ、指導、監督する。園長会を共同で開き、保育の均等化を図りたい。
原田委員　　　予算書169ページ　消耗品費176万6,000円　児童館と中央図書館の連携を児童館側はどのように受け止めているか。児童館図書の購入費はどのようか
子ども未来係長
中央図書館は、児童館を地域の読書活動の拠点とするよう整備している。平成25年度は、下山児童館図書の選書や団体貸出しを活用して図書を入れている。図書購入費は例年どおりで、課題図書の購入等にあてる。また、中央図書館の予算を使い、児童館図書を入れる。
加藤委員　　　予算書171ページ　児童館借地料311万4,000円　どの施設が借地か。
子ども未来係長
　児童福祉センターの一部、青少年児童センターが借地である。
加藤委員　　　予算書145ページ　子供会補助金206万5,000円　子供会数と補助金交付基準はどのようか。
子ども未来係長
平成25年度の単位子供会は25団体。補助金交付基準は、単位子供会に1万3,000円、子供会連合会は単位子供会分を除いた額となる。
委員長　　　 他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩
午後２時24分　休憩

　　　　　　　

午後２時35分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
長寿課
長寿課長　　　長寿課の予算について説明。

じんの委員　　予算書125ページ　「食」の自立支援事業委託1,226万1,000円　利用者は何人か。４月の消費税率改正による市・利用者の負担に変更はあるか。
長寿課長　　　108人が利用している。１食650円が670円となるが、300円の利用者負担は変わらない。
じんの委員　　１食あたりのコストを下げることは考えているか。
長寿課長　　　必要とは思うが、市内には請負可能な業者は１者のみ。複数の業者から選択できないかとの声もある。
田委員　　　予算書141ページ　福祉の家屋上外壁等改修調査設計委託466万6000円　現状の屋上緑化はどうするのか。
長寿課長　　　２～３年後の防水工事の際に検討したいが、屋上緑化でさらに経費がかさむので難しいと考える。
岡崎委員　　　予算書129ページ　緊急通報システム設置事業費959万2,000円　前年度比約160万円の増額だが、単に利用者の増加だけか。利用者は何人か。
長寿課長　　　利用者は123人で１年で10人増えた。平成26年度は、140人程度の見込みとした。また、年度後半には人感センサー付き緊急通報システムを導入するので、その利用者10人分を見込み計上した。
浅井委員　　　予算書127ページ　単位シニアクラブ運営事業補助金173万8,000円　シニアクラブ連合会補助金37万円　単位クラブはいくつあるか。
長寿課長　　　平成25年４月現在、20クラブで会員数は1,550人。平成26年２月に市が洞にシニアクラブが発足し、平成26年度は連合会加入予定である。
浅井委員　　　シニアクラブは30人以上の会員が要件か。
長寿課長　　　会員30人は市の補助基準で、30人以下でも活動はできる。
じんの委員　　補助金の算定基準が会員数というのは適切でない。会員数プラス活動に応じたものにしていくべきではないか。会員の高齢化も要因の一つと考えるが、会員が増えない原因を解明したか。それを加入促進につなげることが大切ではないか。
長寿課長　　　算定基準については意見として伺う。シニアクラブの加入対象は、概ね60歳以上となっているが、60代はまだシニアではないという意識、コミュニティ活動に参加したことがない等が会員増につながらない要因ではないか。40・50代からコミュニティ活動に参加することも方策の一つと考える。
加藤委員　　　予算書131ページ　電子連絡帳使用料194万4,000円　電子連絡帳とはシステムはどのようか。
長寿課長　　　医師、ケアマネジャー、地域包括支援センター職員等が連携し、利用者の情報を共有するシステムが電子連絡帳である。クラウドコンピューターを利用し、関係者だけが利用者に関する情報を随時共有化できるので有効である。
川合議員　　　予算書129ページ　敬老会地域開催事業費補助金20万円　地域の想定はどこか。また、市の開催はどうするのか。
長寿課長　　　自治会、区、自治会連合単位を考えている。全域の敬老大会は開催するが、将来的には小学校区単位の開催としたい。
川合委員　　　平成26年度は敬老大会を開催するのか。議会の地区懇談会では、なぜ敬老大会をやめたのかと意見があった。地域単位の開催は負担が大きい。対象者の意見等を聞いたか。
長寿課長　　　今年度は開催しなかったのではなく、式典のみ止め敬老事業は行った。シニアクラブ、民生委員から意見をもらい検討したい。
岡崎委員　　　敬老会地域開催事業費補助金は新規事業だが、どう情報発信するのか。
長寿課長　　　自治会連合会長区長会で平成26年度事業として説明した。補助金交付要綱も決まり次第、自治会連合会区長会を通じ各自治会へお知らせしたい。
委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。

委員長　　　　都合により、健康推進課の予算説明及び質疑の順を次に繰り上げるので了承願いたい。
健康推進課
健康推進課長　健康推進課の予算について説明。

原田委員　　　健康都市連合に加入したが、第２次健康づくり計画の現状はどのようか。
健康推進課長　第２次健康づくり計画は平成25年度に策定した。健康都市宣言は、地域のニーズを把握しながら考えたい。
原田委員　　　予算書175ページ　公立陶生病院組合負担金4,480万9,000円　前年度比約110万円増となったが、この金額は算定基準に基づく額の何パーセントか。
健康推進課長　算定基準に基づく負担金額は24億2,800万円、その約48パーセントに相当する11億6,000万円を構成市が負担する。その内、長久手市の負担は4.2パーセントであるが、24億2,800万円に対する負担率は1.8パーセントとなる。
岡崎委員　　　予算書179ページ　8520運動表彰式記念品８万7,000円　8020運動の表彰はなくなるのか。
健康推進課長　8020運動は、愛知県歯科医師会が取り組んでいるもの。8520運動は、市の取組みのため予算化した。
原田委員　　　予算書183ページ　保健センター管理費996万3,000円　３階会議室の利用状況はどのようか。制限はあるか。
健康推進課長　成人・幼児健診、保健事業の会議、看護実習、健康展等の保健事業に使用している。また、保健センターは診療所として届出をしており、劇薬の管理上の点からも一般貸出しはしていない。
委員長　　　　他になければ、健康推進課の質疑及び意見は以上で終了する。

保険医療課
保険医療課長　保険医療課の予算について説明。
じんの委員　　予算書131ページ　子ども医療費３億8,320万4,000円　病院が多く受診しやすい環境にあるが、一人あたりの支給額は他市町と比較してどうか。また、継続、一部負担、所得制限等制度の運用予測はどのようか。
保険医療課長　現在長期計画はないが、必要であると思う。
原田委員　　　子ども医療費は前年度比約100万円増だが、子どもの人口増に合致した予算か。あるいはコンビニ受診が減ったと判断しているからか。
保険医療課長　レセプトからは受診内容が確認できず、現状把握はできない。計上額は実績を基に算定した金額である。
原田委員　　　予算書131ページ　一般事務賃金469万5,000円　前年度比1.8倍は人員増のためか。
保険医療課長　一人増員し、窓口の申請業務を臨時職員対応とする。
じんの委員　　予算書131ページ　後期高齢者医療特別会計操出金２億8,826万円　前年度比2,200万円増の要因は何か。
医療係長　　　　平成26年度は２年ごとの保険料改訂の年にあたり、拠出金が増えた。
委員長　　　　他になければ、保険医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩
午後３時52分　休憩

　　　　　　　

午後４時05分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
土木課
土木課長　　　土木課の予算について説明。
加藤委員　　　予算書211ページ　街路樹再整備工事5,040万円　植栽の形等整備計画はどのようか。
土木課長　　　植栽は高木、ケヤキを中心に計画しているが、樹種は土質調査結果で決まる。沿線の街並みに配慮し、場所ごとに設計が変わる。
加藤委員　　　サツキとハナミズキの植栽は撤去するのか、再利用か。
土木課長　　　植栽は全て撤去する。
加藤委員　　　ケヤキは大きくなり、枝葉が通行の支障となる。剪定等管理が大変なので樹種を再検討してほしい。維持管理は県がするのか。
土木課長　　　維持管理は市がすることで県と協議している。
加藤委員　　　県道田籾名古屋線の街路樹を市が維持管理するなら、分担金等はあるのか。
土木課長　　　維持管理費の一部が委託金となる。年２回の草刈りは県が負担しているので、その程度はあると思う。
浅井委員　　　ケヤキを選定した基準は何か。ハナミズキの撤去は、緑を大切にする市長の方針と矛盾しないか。
土木課長　　　委託業者の提案でケヤキを選定した。ハナミズキは成長していないので、大きな木に変えたい。
原田委員　　　ケヤキを植えるためには土壌改良が必要となり、残土処理等費用がかかる。自然を無視したもので計画に無理がある。
土木課長　　　田籾名古屋線は、「市の顔」として整備したい。
原田委員　　　予算書209ページ　放置自動車廃物判定委員会委員報酬13万2,000円　平成25年度の会議実績と現状、平成26年度の放置自動車の予測はどのようか。
土木課長　　　平成24年度、25年度に会議の開催はない。現状も困っているということはない。
浅井委員　　　予算書209ページ　道路付属物総点検委託3,485万1,000円　大型擁壁２か所はどこか。報告の提出、事務スケジュールはどのようか。
土木課長　　　大型擁壁は、長湫中部と日進市境の香具山線沿いの２か所。平成26年度の点検により修繕の要否を判断する。
浅井委員　　　予算書211ページ　旧市街地生活道路整備検討補助業務委託198万円　住民と協働の勉強会の呼びかけ、事務事業、アドバイザーの派遣は誰がするのか。
土木課長　　　勉強会の呼びかけは、準備会と話し合いたい。アドバイザーの派遣等は委託業者と考えている。
川合委員　　　街路樹再整備工事　樹種の選定から全て業者任せのようだが、「市の顔」と言うのなら市民の声はどこに取り入れたのか。
土木課長　　　入っていない。
川合委員　　　「市民の声」とよく言うのだから、一番大切なことができてない。県道の植栽の維持管理費の一部を市に一部補助するというのもおかしなことだ。今後市が負担する維持管理費をどう見込んでいるのか。
土木課長　　　市の負担増は間違いないが、どの程度かかるかは考えてなかった。
川合委員　　　今回は、樹種の選定、景観について市民の意見を聞いてない。維持管理費が市負担になるのなら、ほかに考え方があるのではないか。
土木課長　　　指摘のように、将来の費用は考えていなかった。
委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。
都市計画課
都市計画課長　都市計画課の予算について説明。　　　　　　　
原田委員　　　予算書215ページ　駅前広場等管理委託188万4,000円　委託内容は何か。
都市計画課長　長久手古戦場駅、はなみずき通駅の駅前広場の清掃、剪定等の維持管理費。駐輪場、街路用地の関係があり、都市計画課で行っている。
浅井委員　　　予算書221ページ　住宅耐震改修費等補助金2,337万9,000円　耐震化100パーセントの計画、見通しはどのようか。
都市計画課長　旧基準の建物で耐震性がないと言われる建物が約2,800棟で、仮に10年で改修工事とすると年280棟となるが現実的ではない。平成25年度は３件の申請があった。改修工事が進まない理由が、経済的負担か、時期か、他のことか等、アンケートをとり計画を立てたい。
浅井委員　　　予算書215ページ　長久手古戦場駅前通り線街路新設工事　2,716万3,000円　区画整理事業地区外部分200メートル区間と説明があったが、大きな木の植樹はあるか。
都市計画課長　計画にあるので、見栄えのよいものを選びたい。
浅井委員　　　長久手中央土地区画整理事業は、公園だけでは緑地が少ない。緑地を増やす策はあるか。
都市計画課長　事業地内には１号公園から２号公園に向かう緑道、駅前広場から駅前通り線の植栽等を組合事業として整備する。
委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。
区画整理課
区画整理長　　区画整理課の予算について説明。
浅井委員　　　予算書219ページ　長久手中央土地区画整理補助事業負担金3,667万5000円　長久手中央土地区画整理助成金４億円　それぞれの算定基準はどのようか。
区画整理課長　長久手中央土地区画整理補助事業負担金は、事業地内の都市計画道路の用地費、補償、整備費の当該年度分の負担金。1億6,300万円の国庫補助の10分の2.25に相当する額を支出する。長久手中央土地区画整理助成金は、全額市の支出で商業街区付近の太陽光工事に助成する。40パーセントは国の補助を充当する。
浅井委員　　　予算書221ページ　下山土地区画整理助成金6,500万円　地権者の同意状況はどのようか。
区画整理課長　地権者、面積共に85パーセント以上が組合認可基準であり、平成25年10月１日に認可された。
浅井委員　　　予算書219ページ　公園西駅周辺土地区画整理事業関連諸経費　補償金3,750万円　事業区域内の建築物は、所有者の同意が得られたのか。
区画整理課長　この補償金は、事業地区外の道路拡幅の補償分である。地区内の補償は、公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計の処理となるので、特別会計の説明となる。
浅井委員　　　予算書219ページ　公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計操出金　２億5,972万9,000円　市が直営事業で区画整理事業をする。操出金は、特別会計で事業を実施する前提条件となっている。議員の質問に答える必要があるのではないか。全体計画と特別会計の内容はどのようか。
区画整理課長　現在の事業計画では、補助金６億1,300万円、保留地処分金23億6,000万円、市負担金14億3,700万円、計44億1,000万円である。
浅井委員　　　44億の事業費のほか、横断歩道橋の設置等必要な経費は増える。一般会計負担分はどれ位必要か。出店事業者の負担はないのか。
区画整理課長　横断歩道橋の設置、地区外関連道路の拡幅等、現段階では精査できない。商業事業者には、工事の段階で負担願う予定である。
浅井委員　　　出店事業者のための区画整理事業に、市はいくら負担するのか。
区画整理課長　特別会計以外の費用は、今後精査していく。
浅井委員　　　環境に配慮した計画のはずだが、香流川は二面張りのままか。
区画整理課長　香流川整備は河川内でなく、右岸に散策道を整備し緑化にも努めたい。
浅井委員　　　地域住民の利便性は向上せず、商業事業者は地域住民の利用度が低く、日常生活必需物資の販売店でない。大規模集客施設の出店は、交通渋滞に拍車がかかる。交通渋滞の弊害は現状の課題でもあり、区画整理事業の中で解決すべきことである。
区画整理課長　駅前広場を整備しバスのアクセスを連結したい。商業事業者とは交通、施設計画を調整中で、効果的方法を協議したい。
岡崎委員　　　質疑が堂々巡りになっているので、委員長に議事の整理を願いたい。
委員長　　　　公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計に特化した質問は、本委員会の所管ではなく、特別会計を付託された委員会の審査となるので、あと1回限り質疑を認める。
浅井委員　　　近隣地区の民間開発は公的補助なしで施工し、市の直営は市民にとって不公平である。市民要望の交通渋滞解消は、公費を投入するなら解決すべきと考える。
委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了する。
議会事務局
議会事務局長　議会事務局の予算について説明。
委員長　　　　なければ、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩。
午後５時49分休憩

　　　　　　　

午後６時05分再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

　　　　続いて討論採決を行う。

　反対討論
原田委員　　　自治体の役目である住民福祉の向上は後継に追いやられてくと心配した。その一つは入湯税の廃止であるが、5,000万から6,000万円の税収の穴に対する責任を何もとろうとしない。消費税3パーセントは転嫁せず、10パーセントになった時、やむを得なければ市民に負担願うという議論もなく簡単に転嫁されている。豊かな財政力は、市民生活の向上や子ども達の教育条件の整備に使われていない。地方自治体のあり方が壊れていくと言う点からも賛成できない。よって議案第1号については反対とする。
賛成討論　
岡崎委員　　　まちづくりの施策として１「つながり－一人ひとりに役割と居場所があるまち」２、「あんしん－助けがなかったら生きていけない人は全力で守る」３、「みどり－ふるさと（生命ある空間）の風景を子どもたちに」以上３つに基づく取り組みの予算で妥当と判断した。しかし、卯塚墓園整備事業が半年遅れになっている。パブリックコメントを終え、その意見を精査し、新年度から速やかに工事に着手することを要望して議案第1号の賛成討論とする。
　反対討論
じんの委員　　市民生活に直結するインフラ整備、教育等いろいろな予算が計上された。子育て環境の充実は、市が洞地区に保育園・児童館の新設、土曜日の延長保育、病児・病後児保育の新規実施、保育園待機児童は38人から９人となったこと、一方自主防災機材は地域性を考慮した整備にし、ケーブルテレビ番組をホームページでネット配信することは評価できる。しかし、看過できない点もある。行政のコスト意識が図られず、街路樹再整備工事、入湯税に関しては税自体についてではなく、5,000万円以上の税源がなくねるにもかかわらず財源の穴埋め対策がない。また、現状何も知らされないまま予算が提案されたことに危惧する。よって総合的に判断し、議案第1号については反対とする。
　
賛成討論　
加藤委員　　　岩作市街地の狭隘道路は40年来の懸案であり、予算が計上され解消に向けて少し前進したと思う。しかし、街路樹再整備工事は、市民の意見を聞いて予算を執行ほしい。全体としては市民の意見をしっかりと聞き、執行してもらえる予算と思い、議案第1号については賛成とする。
　反対討論

浅井委員　　　市長の「ふるさとの風景を子どもたちに」ついては大変共感を持っている。公園西駅周辺区画整理事業は、市長の言う時代遅れな開発事業である。人口増が今後急激な高齢化を迎えると指摘した副市長の議会答弁ともくい違う事業である。隣接民間開発が、公的資金を投入なしで同程度の住宅開発を実施している。余剰地販売価格での事業実施が困難との理由で、市直営の区画整理は、過去、今後の区画整理事業の公費負担の公平性に疑問が残る。事業費総額の50パーセント以上もの公的資金を投じ、周辺環境整備にも多額の公費投入する強引な開発は、現在市民が求める切実な生活環境の改善要望の先送りにつながる。建設資材、工事費の高騰が現実的な問題となり、大型店舗が出店数を減らすとの報道がある中、工事の遅れ、工事費の負担増も懸念される。事業自体にも問題点があり、現状の交通渋滞の解決は、計画の中で自己責任において解決すべきである。地域住民を無視し、先送りする現状計画は住民福祉に反する。バランスのとれた自然環境、たつせがある地域環境を破壊することになる地域コミュニティの二層化がもたらす影響の解決策は示されていない。開発がもたらす様々な影響、問題は、時間をかけて議論し現実的な計画へと移行すべきと考える。次世代へ現行計画の矛盾の負担を残すこの予算に反対し、議案第1号に対する反対討論とする。
賛成討論　なし

　反対討論　なし


委員長　　　　議案第１号平成26年度長久手市一般会計予算は、原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。
挙手多数。よって議案第１号は原案のとおり可決することに決した。

加藤委員　　　街路樹再整備工事予算に関する付帯決議案を提出する。
委員長　　　　この際、暫時休憩
午後６時15分休憩

　　　　　　　

午後６時21分再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
　　　　ただいま加藤委員から提出された付帯決議案を配布した。
加藤委員　　　街路樹再整備工事予算に関する付帯決議案
街路樹再整備事業の執行にあたっては、下記の事項に留意して執行すること。１、街路樹再整備事業の執行にあたっては、樹木の選定等市民の意見を聞いて行うこと。２、街路樹再整備事業実行にあたっては、土壌改良を実施し、維持管理も視野に入れて事業を推進すること。３、樹木が交通の妨げとならないように交通安全に十分配慮すること。以上のとおり提出する。
委員長　　　　議案第1号平成26年度長久手市一般会計予算に関する付帯決議案について、賛成の委員の挙手を求める。
挙手多数。よって付帯決議案は可決することに決した。

委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を諮る。
　　　（異議なし）
　　　

午後６時29分　閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２６年３月１０日
予算特別委員会委員長　川合保生
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